
様式１（特別支援学校）【特別支援学校用】

令和５年度学校評価 結果・学校関係者評価

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

●児童生徒一人一人のニーズに応じた
指導・支援による自立を目指す力の定
着

○自分の子どもにできることが増えたと感じ
る保護者７０％以上を目指す。
○本校教育の柱としている理念が分かり、
日々の教育に生かすことができたと回答す
る教職員７５％以上を目指す。
○「特別支援教育の専門性が向上した」と
回答する教職員８０％以上を目指す。

・一人一人の特性を丁寧に見取り、適切な指
導・支援を行う。
・年度当初に、学校全体で柱になることを知る
機会をもうけ、日々の学習活動に取り入れ実践
していく。
・個別の教育計画の研修会や校内研究、自立
活動の研修等を通して理解を深め、日々の教
育活動に取り入れていくように、担当する分掌
で啓発、推進を行う。

A

○授業や教育活動を通して自分の子どもにできることが増えたと感じる保
護者は９３．５％にのぼった。
○本校教育の柱としている理念が分かり、日々の教育に生かすことができ
たと回答する職員は９５．８％であった。
○校内外の研修を通して「特別支援教育の専門性が向上した」と回答する
教職員は９５％であった。
〇児童生徒の特性を適切に見取り、指導・支援に生かされている。学校の
柱としての理念が日々の学習活動に反映された。校内研究や職員研修等
で学んだことが教育活動に取り入れられているようである。

A

・児童生徒の特性に応じた適切な指導がなされていると思う。
・生徒一人一人の能力や障害特性の把握に努め、個別支援計画をたて、教科書や指導方法等を工夫しながら個々に合った支援をさ
れていた。
・アンケートの結果から、ほとんどの保護者が「自分の子どもにできることが増えた」と感じていることがわかり、適切な指導・支援が提
供されていると思われる。
・職員研修等の実施により「特別支援教育の専門性が向上した」と感じている職員は95.8％も占めており、指導側の質の高さがうかが
える。
・様々な特性を持つ子どもたちへの対応に取り組んでいただきありがたいです。
・先生方の共通理解、勉強会、研修をやってもらい助かります。
・保護者及び教職員の目標値を大きく上回る９０％以上の達成度（評価）は非常に素晴らしく、生徒の立場に立った指導がなされている
結果だと思います。また、日々の指導でご多忙の中、研究会での発表や研修等で高みを目指している姿に敬服いたします。

●児童生徒が、自他を尊重し、他者へ
の思いやりや社会性など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○安全、安心で楽しいと感じる学校生活を
提供できていると回答する教職員８０％以
上を目指す。
○児童生徒が進んで登校し学校を楽しんで
いると回答する保護者７５％以上を目指
す。

・児童生徒が楽しく充実した学校生活を送るよ
う、研修会や職員同士の学びを通して授業の改
善、学校生活の改善に努めていく。
・児童生徒と職員の信頼関係を構築し、安心し
て関わることのできる雰囲気を作る。 A

○安全、安心で楽しいと感じる学校生活を提供できていると回答する職員
は９５％であった。
○児童生徒が学校生活に楽しんで取り組んでいると回答する保護者は９
５．１％だった。
〇職員同士の学びで授業の改善、学校生活の改善が行われ児童生徒は
充実した学校生活を送ることができていると思われる。・児童生徒と職員の
信頼関係も構築され、安心して関わることのできる雰囲気が醸成されている
ようである。

A

・児童生徒と教職員との信頼関係が構築されており、保護者からの高い評価に繋がっていると思う。
・はってん祭では生徒たちが日頃の学習成果を発表したり、イベントを盛り上げたりと学校生活を楽しんでいる様子が伝わってきた。卒
業生も多く来ており、久しぶりに会った職員と話している様子を見ると、特別支援学校が今までも児童との信頼関係を大事にしながら関
わって来られており、安心できる場であり続けているのだと感じた。
・重度の障害児には看護師を配置し、安全性の確保ができている。
・子どもたちが安心して、学校生活を送ることができているのは、細かいことまで気を配ってもらっているおかげです。
・保護者及び教職員の目標値を大きく上回る９０％以上の達成度（評価）は素晴らしく、先生方同士の横の連携、先生と生徒との信頼
関係が確立されている表れだと思います。素晴らしいです。

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取り組みの充実

○いじめの基本方針の確認や研修会を実
施していじめの定義等を再確認し、早期発
見、早期対応ができるように努める。
○年２回のアンケート調査を行い問題の早
期発見を目指す。
○保護者とともに連携して、いじめやトラブ
ルを見逃さない体制つくりを推進していると
回答する教職員80％以上を目指す。

・児童生徒の変化を見逃さないようにする。
・学級活動や生徒会活動、および職員朝礼や
会議等で啓発を行い、学校全体でいじめ防止
への雰囲気づくりに取り組む。
・委員会だけでなく、各学部でも弾力的に対応
することで早期の発見、解決を図る。
・児童生徒からの発信を見逃さないように丁寧
に心身両面の把握をする。

A

○いじめやトラブルを見逃さない体制つくりを推進していると回答する職員９
７．５％にのぼった。また、学校はいじめやトラブルの防止や早期対応に努
めていると思っている保護者は８９．４％であった。
○年２回のアンケート調査を行った結果、いじめの案件はあがったが、アン
ケートで発覚する前に教師の気づき等で即座に対処していたものであった。
早期発見、早期対応ができて、重大事案となるものはなかった。

A

・児童生徒の変化に十分気を配り、いじめの早期発見・早期対応ができている。
・日頃から生徒の様子に気を配り、変化を見落とさないように心掛けられておられ、職員間や寄宿舎との間でもきちんと情報共有がで
きているため、いじめやトラブルの防止や早期対応につながっていると思う。
・職員が生徒たちの障害特性等を把握し、できるだけトラブルに発展しないような関わり方ができている。
・観察をよくしてもらっているので早期対応ができた。さすがだと思います。こじれてしまってから戻すのは大変ですのでこれからもよろし
くお願いします。
・いじめに対し、アンテナ高く、生徒の言動に目を光らせてらっしゃるからこそ、９７.５％という高い数字に達していると思いますし、早期
発見及び対応につながっているのだと思います。引き続き、生徒に寄り添った対応をよろしくお願いいたします。

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

○児童生徒一人一人の良さを発見し、意欲
的に学校生活に取り組めるよう支援を行っ
た「ほめて、育てた」と回答する教職員７
５％以上を目指す。
○個別の教育支援計画、個別の指導計
画、通知表を適切に作成、記入し児童生徒
の成長を感じられるようにする。

・各学部におけるめざす子ども像を明確にし、
実態に応じた一人一人が達成できる目標を設
定して授業実践を行う。
・授業改善のために各学部で研究授業や事例
研究会等を年３回以上実施する。
・目標や評価についての研修を年３回以上実施
し生徒支援の改善を協力して行っていく。

A

○「ほめて育てる」ことができたと回答する職員は９６．７％になった。児童生
徒一人一人の良さを発見し、意欲的に学校生活に取り組めるよう支援を
行っていると考えられる。
○個別の教育支援計画、個別の指導計画、通知表を適切に作成、記入しな
がら、授業改善も適切に進めていた。 A

・個別の支援計画等を作成され、一人一人に対応した指導が行われていると思う。
・一人一人の能力に応じて実態に合った目標を設定し、その実現に向けて教育や支援が行えている。また、生徒の良いところを発見し
てほめて育てることで、生徒自身が意欲的に取り組めるような体制づくりができている。
「ほめて育てる」わかっていても、なかなかできないのも事実ですが、保護者としても、先生方の接し方を見本にしていることも、また事
実です。
・会議に参加して先生方の話を聞いていると、言い聞かせるのではなく、生徒の立場に立って、生徒の長所を伸ばすためには何が最適
か。という観点で指導されていると感じました。ぜひ継続していただきたいです。

●健康・体つくり

❷「望ましい生活習慣の形成」
●健康的な学校生活の提供

○規則正しい学校生活が提供できたと回答
する教職員８０％を目指す。
○健康に過ごせたと回答する保護者８０％
を目指す。

・見通しの持ちやすい週日課表を作成し、毎日
同じ流れになる生活を提供する。
・保護者と連携して児童生徒の体調管理を行
う。
・疾病等の早期発見、治療へつなげる。

A

○規則正しい生活リズムが身につくように指導ができたと回答した教職員は
８６．９％であった。
○児童生徒が健康に過ごせたと回答する保護者は９７．６％であった。
〇健康的な学校生活が提供できて児童生徒はおおむね健康に過ごせたと
思われる。感染症の広がりもなく感染拡大防止対策も適切であったと思わ
れる。 A

・保護者の多くが児童生徒が健康に過ごせたと回答しており、感染症の広がりもなく、健康的な学校生活の提供が行われていると思
う。
・同じ生活リズムになるように週日課を繰り返しにするなど工夫することで、生徒たちも見通しを持つことができ、不安を減らし、健康で
落ち着いた生活ができていると思う。
・感染症の拡大もなく、衛生面の配慮（消毒液の設置、食堂では対面に座らないようにするなど）ができていた。
・他校では、学級閉鎖、学校閉鎖をよく耳にしますが、本校ではより密接な状況であるにもかかわらず、消毒の準備、対応をしてもらっ
ているおかげです。
・生徒が甘えやすい家庭内生活を支える保護者のみなさんからの健康評価が９７％越えというのは驚異的な数字だと思います。リズム
正しい生活ができている証だと思います。

●地域支援

●効果的な地域支援に向けた特別支援
学校のセンター的機能の充実

○センター的機能について職員の意識を高
め、何らかの役割を果たしていると７０％以
上の職員が答えるられることを目指す。
〇地域のコーディネーター対象の研修会を
年１回開催する。

・職員にセンター的機能の理解を進めるよう機
会あるごとに紹介したり学習の機会を提供した
りする。
・地域のコーディネーターに向けたアンケートの
結果を参考に、研修内容を計画する。 B

○センター的機能について理解し、何らかの役割を果たしていると答えた職
員は６９．２％にとどまった。
〇地域のコーディネーター対象の研修会は2回開催できた。
〇職員向けの啓発がもっと必要であった。

B

・センター的機能について、職員の意識を高める方策が必要と感じた。
・巡回相談で関わり方の助言をしていただけるのは、地域の学校等にとって大変有意義で、支援の参考になられると思う。もし、学校に
よって利用頻度等に違いがあり支援が行き届いてないようであれば、周知・啓発したり、相談しやすいところと認識してもらえるような工
夫をされてはどうかと思う。
・報告にあがっていないだけと思いますが、センター的機能において「安心した。勉強になった。」という気持ちはあちこちにあると思いま
す。
・アフターコロナといえども、まだまだコロナ禍以前の生活には戻れない中で、センター的機能の充実は思うようにいかないと思います。
地域に根差し、地域に愛され、地域に信頼される学校づくりに向け、徐々に充実させていけばいいのでは？？と思います。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

〇時間外在校等時間など働き方改革につ
いて自覚する。
○時間外在校等時間を前年度より２時間
減を目指す。

・管理職による呼びかけの継続と定時退勤推進
デー等の設定
・分掌業務の精選と役割分担の見直し。
・学校の資産（保有している教材や物品）の積
極的活用および人材の活用。
・会議への参加者の絞り込みや弾力的運用。
・事務的作業時間確保のための授業時間割等
の見直し。

B

〇働き方改革を意識し、効率よい業務遂行ができたと答えた職員は７０％で
あった。
〇時間外勤務が昨年度と比べて減少したと答えた職員は６５％にとどまっ
た。
○時間外在校等時間の平均は前年度より２時間減を達成できた。（1月現
在）
〇文書の記入量を細やかでも減らしたり、簡素化を図ったりした。
〇業務の見直しに関するアンケートを行い、できるところから業務の削減を
行った。

B

・時間外勤務が昨年度より削減されており、今後も継続して取り組んでほしい。
・個々に合わせた支援が求められる教育体制のなかで業務量を減らすことは難しいと思うが、定時退勤や年休取得の推進の声掛け
や、文書の簡素化などの工夫や努力をし、時間外在校等時間を前年度より平均2時間減らすことができたことは素晴らしいと思う。
・今後、職員アンケートに良い結果が反映されるように、更に業務の見直しをしながら、できるところから取り組んでいただきたい。
・時間削減など呼びかけも大事ですが、根本的な業務簡素化や分担はこれから試行錯誤をやっていき結果がでるのには少し時間がか
かると思います。
・先生方の仕事量が減るようなDX化は推進すべきと思いますが、デジタルにはない、心と心の交流、絆を深め信頼関係を築き上げる
のが教育だと感じています。そんな教育ができる環境を整備するための業務効率化が図られることが大切なのでは？思っています。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○進路指導とキャリア教育
の充実

○児童生徒及び保護者ならびに学校職
員が将来の自立と社会参加を意識して
取り組もうとするための進路指導とキャ
リア教育の提供

○児童・生徒の将来の自立と社会参加を意
識して指導・支援をしていると回答する職員
が８０％以上を目指す。
○将来を考えるための情報提供がなされて
いると回答する保護者が７０％以上を目指
す。

・自立と社会参加を意識して日々の教育実践を
行う。目の前の児童生徒に今、身につけさせた
いことを個別の教育計画や授業計画の中に明
らかにしておく。
・ニーズに応じた進路研修を企画・運営する。
・進路指導への取り組みを資料やホームページ
を活用して周知し理解を広げる。
・本人、保護者、担任の共通理解が進むような
機会を充実させる。

A

○進路に関して情報提供をしたり、児童・生徒の自立と社会参加を意識した
指導・支援をしたりできたと回答した職員は８５．８％であった。
○学校は、進路に関して必要な情報を提供できていると回答した保護者は
９３．５％であった。
〇おおむね進路を意識した指導・支援はできているようである。また情報提
供もニーズにこたえてできている。

A

・進路に関し、ニーズに応じた適切な情報提供が行われていると思う。
・職員が様々な企業に出向いてお願いし、職場体験先や進路先を見つけ、情報提供するなど、生徒の進路に関して大いに貢献されて
いた。
・早い段階で就労移行支援（就労アセスメント）を利用し、それを活用しながら、生徒に合った進路先の検討ができている。
・情報を発信してもらい、こちらも触発を受けて、お互い切磋琢磨しより良い状態で子どもたち、保護者に向き合っていただければ、指
導・支援に生かされると思います。
・昨年度は「就労支援」のお手伝いをさせていただき、「生徒の自立と社会参加」のために何をどう支援すべきか？と考えていましたが、
「生徒は何を望み、どんな人生を送りたいのか。そのためには何をすべきか」と、生徒の立場に立ち、寄り添うことの大切さに気づきまし
た。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・取組内容８項目のうち、最終結果でのAは６項目、Bは２項目であった。目指したところの達成はできているかと思われる。Bの評価をつけた「効果的な地域支援に向けた特別支援学校のセンター的機能の充実」については、年度当初の説明と途中の研修だけでなく、啓発活動とともに、より多くの職員が関わるような取
り組みを行っていく必要があると思われる。また、「業務効率化の推進と時間外在校時間の削減」についてもあらゆる手立てを構築し、少しずつでも進めていかねばならない。
・次年度も現在の取り組みを継続しながらよりよい学校生活の提供、職員の専門性の向上を図っていきたい。

●心の教育

重点取組
具体的取組

最終評価

２　学校教育目標 将来の社会生活を見据え、自立を目指して児童生徒個々の特性に応じた教育を行う。

３　本年度の重点目標

①　児童生徒の特性と教育的ニーズの把握に努め、個に応じた教育計画・実践の充実を図る。

②　健康・安全教育の充実を図り、安全・安心な教育環境を整備する。

③　進路指導の充実に努め、キャリア教育の実践を積み重ねて卒後の自立的な社会生活を目指す。

④　児童生徒の主体性を尊重し、「明るく」「素直に」「元気よく」「たくましく」生きる力を育む。

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立伊万里特別支援学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・取組内容13項目のうち、最終結果でのAは６項目、Bは３項目でおおむね目指したところの達成はできているかと思われる。Cは1項目ある。Cの評価をつけた「業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減」については、この業務とこの業務をなくすとか、この文書作成をやめるとか、具体的な方策を取らないと、呼びかけ、意識付けだけでは達成できないと感じる。次

年度もっと具体的な方策を打ち出して取り組みたい。

・次年度も現在の取り組みを継続しながら学校の充実を図っていきたい。


